雑木林の蝶は環境の変化を教えてくれます。
林、広場そして住宅など多様な環境に生息する蝶を今年観察しました。その結果は表にまとめました。（ただし、全ての蝶を観察したわけではありません）
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　雑木林に食草や餌がある環境に生息できる蝶に観察の焦点をあてて観察しました。詳しく観察したのはルリタテハで幼虫をシオデの葉に見つけました。そして林内を飛んでいるのと樹液を吸いに来ているのを見つけました。アズマネザサを食草にしているヒカゲチョウとサトキマダラヒカゲで後者は樹液に来ていました。

　コナラの新芽を食草にしているアカシジミを今年初めて見つけました。林床を這っているクズに来ていたコミスジが林の蝶です。
　このほかにはお馴染みになっているツマグロヒョウモン、初めて見るアカボシゴマダラにはびっくりです。
　蝶をシンボルにして地域の自然環境の変化をとらえることが必要なのでしょう。
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